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キムチ由来乳酸菌:Lactobacillus sakei Probio65がアトビー性皮膚炎

および疾患治療に与える理想的なプロバイオティック作用

Yong-Ha Park (朴勇河)

(嶺南大事校生命工事部数授)

(大韓民園慶向北道慶山市大事路 280 嶺南大事校)

アトピー性湿疹とも呼ばれているアトピー性皮膚炎

(AD)は，先進国や開発途上国の約20%以上の児童ら

に影響を与えている慢性の炎症性皮膚炎である。アト

ピー性皮膚炎には二つのタイプが確認されており，これ

らは，患者全体の70~80%を占める IgE を介して感作

する「外的要因タイプ」と，残りの20~30%を占める

IgEを介さない「内的要因タイプ」である。 AD症状は

65%が生後1年以内で確認されており，患者の約90%

は5歳児以下の乳幼児であった。ある種のプロバイオ

ティクスは，免疫応答を調節することでアレルギー性疾

患に対する有用性が示されている。韓国伝統食品である

キムチから単離されたLactobacillussakei Probio65 (以

下Probio65)は，プロバイオティック特性を持ち，様々

な病原性菌，とくに黄色ブドウ球菌に対する抗菌作用に

優れていることが明らかになった1)0 Probio65は，zn 

vitro試験において，一酸化窒素 (NO)生成を促進して

ヒスタミン生成を抑制するという免疫修飾作用を示し

た1)。自然発症皮膚炎モデルによる人工的AD誘発マウ

スを用いた実験では， Probio65の生菌または死菌を経

口投与すると，皮膚の状態が改善され，掻き傷の頻度が

減少することが確認された1，3)。血清中の IgEレベルで

は，皮膚T細胞誘導性ケモカイン (CTACKj CCL27)や

IL-4，IL-6の濃度が有意に低下した3)。皮膚障害であ

るADにおいて，胸腺および活性化制御ケモカインや

CTACKの発現は， Probio65の生菌および死菌により

抑制された3)0 RBL-2H3 Celllineを用いたβ一ヘキソサ

ミニダーゼ放出抑制や IL-4，TNF -a， IL-6分泌もまた

測定された1)0ADを患った子供達に対する Probio65投

与試験では，実質的な臨床改善とケモカインレベルの大

幅な減少が確認された2)。二重盲検プラセポ試験では，

ADの指標となる SCORAD値が最低25である子供を無
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Fig. 1 Patients achieving at least 30% and 50% 
improvement in SCORing of Atopic Dermatitis 
(SCORAD) scores at the study end point 

作為に選び， Probio65またはプラセボを12週間与えた。

その結果， SCORAD値は， Probio65投与群の方がプラ

セボ群に比較して低下した。加えて，疾患活動性 (dis-

ease activity)はプラセボ群が13%に対して (Fig.1)， 

Probio65投与群では31%に改善された。 SCORAD値に

大きな影響を与える CCL17やCCL27の血清値は，プ

ラセボ群と比較し，プロバイオティック効果のある

Probio65投与群では有意に減少した (Fig.2)。さらに

Probio65の生菌および死菌の経口投与試験では， AD 

様皮膚炎症の軽減効果があり，in vitro試験ではマスト

細胞の活性化作用を確認した。これら試験結果は，L.

sakei Probio65をアトピー性皮膚炎患者に対しサプリメ

ントとして処方した場合，顕著な臨床改善効果とケモカ

イン値の大幅な減少を期待出来るものであった。

現在， Fig. 3のようにL.sakei Probio65の生菌，死菌

および菌体は製品化されている。生菌は capsule，stick 

pouch， tablet，液相植物性ヨクルトの健康機能食品製剤

及びベット用4)の飼料のメイン原料として使用されてい

る。死菌は食品製剤，ベビー用化粧品5)及び成人用化粧

品などの原料として使用されている。



第64巻236 

A 2500 B 20ω。. - • • 
• .
 
・・.‘
 • 言10ωo

E 
ト.e、. 
....1 
u 
u 

自

unu 
R
d
 

{」

E-白
色
一

h
F
J
u
u

a--

..•. 
12
 

• 
••• ・
・
・
1

• ・
・

... 

• 

‘
 

.••• 
...• 

，
 .• 

・

ρ

・ー・・

--a・・
Jr

・-

.} •...•• い汁T
I

.

.

 

I
 

・・4

・
.l.
‘•• 

.
 

f
-
L
-
-

・

1

4

，

・・i
・・・・

.・ー~・、・・・

4

・・・
1

・

.

.

.
 ・
.
 

• • 

. .・.
..: ，.、'.・・ -、， p ・. • _. -__.. .. ー.
・3 ・..・・ . ・..ゐ::..、 :ι
、..・・色 . ー.. .. .. 
・2会.・.'・. r= 0.63 

P< 0.001 
r=O.~踊

P<o.oo唱 .・" . 

内

uou・
4
E
 

nu--。
冊

目

∞
6

8

 

0
 

純

一
s
 

o
 

q

，.
 自

u

aHV 
ze 

唱000
o 20 40 60 80 唱。。
SCORAD score 

Fig. 2 Correlation of serum logarithmic CCL 17 (A) and CCL27 (8) lev巴Iswith disease severity assessed by Scorning of Atopic 
Dermatitis (SCORAD) scores in 75 patients with atopic eczema?dermatitis syndrome. 
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A. lactopy 
Kimchi probiotics 

B. lactopy 
Skin probiotics 

C. lactopy BeBe D. Lactopy prime E. lactopy SP 

--
F. lactopy Slim G. proBio65 sma代 H. Happy Doggy Dogurt 1. Boyani J. Aio lacto skin care 

_lotion， Cream， Cleanser lactobacillus 
Skin cosmelics 

Fig. 3 L. sakei Probi065 products are available in the market. (A) Lactopy引くimchiprobiotics， (8) skin probiotics， (c) skin 
probiotics for infants， (D) skin probiotics for adults and children， (E) probiotics for skin and gut， (F) probiotics for 
healthy weight loss， (G) rice yoghurt， (H) probiotics for pets， (1) cosmetics for infants and children， and (J) cosmetics 
for adults. 
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